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３月号の主な内容

中学生発案、森のテーマパークが

完成しました。

※詳細は１２ページ
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令和3年度予算

前年対比 7.67％減
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　村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
一
般
会

計
予
算
他
六
特
別
会
計
予
算
が
去
る

３
月
11
日
、
村
議
会
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　一
般
会
計
予
算
で
は
、
第
５
次
総

合
計
画
、
総
合
戦
略
の
目
標
達
成
、

安
心
安
全
な
生
活
環
境
整
備
に
必
要

な
事
業
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
産
業

振
興
に
つ
な
げ
る
林
業
基
盤
整
備

や
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
充
実

の
継
続
を
は
じ
め
、
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
を
更
に
推
進
す
る
た
め

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
地
域
活

性
化
起
業
人
の
拡
大
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
係
る
費
用
や
村
内
消
費
拡
大

を
図
る
事
業
等
を
計
画
し
、
前
年

度
と
比
較
し
て
７･

７
％
減
の
総
額

で
16
億
９
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

自主財源314,973千円(18.63％)　依存財源1,376,027千円(81.37％)

村税

81,364千円

分担金び及び
負担金
1,475千円
使用料及び
手数料
19,076千円
財産収入
19,028千円
寄付金
102,800千円
繰入金
58,493千円

地方交付税
880,400 千円

県支出金
193,559 千円

村債
127,401千円
村債
127,401千円

国庫支出金
71,531千円

ゴルフ場利用税交付金
3,000千円

繰越金
20,000千円

諸収入
59,104千円

1,691,000千円

地方譲与税 34,108
地方消費税交付金 18,000
環境性能割交付金 920
配当割交付金 300
株式等譲渡所得割交付金 200
法人事業税交付金 120
利子割交付金 110
地方特例交付金 10
交通安全対策特別交付金 1

31,902
千円

45,001
千円

3,401千円

1,060千円

　例
年
、
歳
入
の
半
分
近
く
を
占
め

る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、
国
で
は

令
和
二
年
度
と
比
較
し
て
５
・
１
％

増
額
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
当
村
に

お
い
て
は
、
令
和
二
年
度
の
普
通
交

付
税
実
績
額
と
比
べ
約
17
％
減
の

８
億
円
と
見
積
も
っ
た
予
算
編
成
と

し
て
い
ま
す
。

　村
独
自
の
収
入
で
あ
る
自
主
財

源
は
３
億
１
４
９
７
万
円
余
（
18
・

63
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　村
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
度

の
実
績
見
込
等
か
ら
３
４
７
万
円
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　一
方
、
依
存
財
源
は
地
方
交
付
税

を
除
き
４
億
９
５
６
２
万
円
余
で
、

国
県
支
出
金
が
２
億
６
５
０
９
万

円
余
（
15
・
７
％
）、
村
債
に
つ
い
て

は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
整
備
の

減
等
に
よ
り
、
前
年
比
53
・
７
％
減

の
１
億
２
７
４
０
万
円
（
７
・
５
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳　
出

　目
的
別
に
見
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ

　ウ
ィ
ル
ス
の
経
済
対
策
に
関

す
る
事
業
、
好
調
な
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
に
要
す
る
経
費
、
各
課
に

分
か
れ
て
い
た
地
域
お
こ
し
協
力

隊
経
費
な
ど
を
ま
と
め
た
こ
と
か

ら
総
務
費
が
４
億
２
８
９
５
万
円

余
（
25
・
４
％
）、
次
い
で
農
林
水
産

業
費
３
億
６
０
０
７
万
円
余
（
21
・

３
％
）、
公
債
費
（
定
期
償
還
分
）
が

２
億
５
３
９
２
万
円
余
（
15
・
０
％
）

以
下
民
生
費
、
教
育
費
、
衛
生
費
、

土
木
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　次
に
性
質
別
で
見
ま
す
と
、
物

件
費
が
４
億
３
１
８
２
万
円
余
（
25
・

５
％
）、
人
件
費
が
２
億
９
０
７
１
万

円
余
（
17
・
１
％
）、
次
い
で
普
通
建

設
事
業
費
、
公
債
費
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※
（

　）
は
歳
入
・
歳
出
全
体
に
お

け
る
構
成
比

　

歳　
入
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農林水産業費
360,079　21.29 %

総務費　428,959　25.37%

公債費
（繰上償還）

2
　0.00%

公債費（繰上償還）
2

　0.00%公債費（定期分）253,929　15.02%

公債費（定期分）253,929　15.02%
民生費　169,280　10.01%

衛生費　139,186　8.23%

教育費　141,564　8.37%

土木費　90,957　5.38%

消防費 37,225
　2.20%

議会費 26,563
 1.57%

商工費 42,194
　2.50%

予備費 1,000
　0.06%

予備費 1,000
0.06%

諸支出金 2
　0.00%

災害復旧費　60　0.00%

災害復旧費　60　0.00%
積立金 55,656

　3.29%

普通建設事業費
279,129　16.51%

補助費　199,471　11.80%

物件費　431,825　25.54%

人件費　290,718　17.19%

繰出金　128,601　7.61%
扶助費 50,257

 2.97％

維持補修費 352
 0.02％

性  質  別目  的  別

令和３年度の主な新規事業
区  分 実　施　事　業

総務費
（地方創生臨時交付金事業）
　新型コロナウィルス感染症緊急経済対策として、地域の実情に応じて、地域経済や住民生活の支援、「新しい生活様式」
を踏まえた地域経済の活性化等の事業を実施するものです。

衛生費 （新型コロナウィルスワクチン接種体制確保事業）　希望者全員が新型コロナウィルスワクチンを接種できるようにするものです。

農業費 （農業振興対策経費）　ライスセンターのコンバイン４条刈一台を更新し、米の収穫作業の効率化を目指します。

農業費 （農業用水路改良事業）　中央地区かぶらせ水路の大規模改修に着手します。

林業費 （林業・木材産業成長化促進対策事業）　グラップルソー・ウィンチ付トラクター１台を導入し、作業効率の悪かった小面積皆伐等を実施していきます。

林業費 （森林環境整備基金事業）　森林組合が実施する木質バイオマス燃料事業（移動式チッパー導入、木質バイオマス供給施設整備）の支援を行います。

林業費 （流域連携事業）　ネバーランド裏山の森林環境整備を進め、多くの観光客に訪れていただける森林空間を目指します。

商工費 （観光対策事業）　大杉周辺の景観整備を地元の皆さんと進めます。今年度は花木の植栽を行います。

土木費 （村道維持対策事業）　橋梁点検で修繕が必要とされた橋梁の修繕を計画的に行います。今年度は優先度の高い横旗橋の修繕工事を行います。

土木費 （河川整備改修事業）　村が管理する河川で災害対象とならない護岸の修繕工事を実施します。

教育費 （社会教育施設整備事業）　トレーニングセンターの床を修繕し、利用者が安全に使用できるようにします。

　　　　　　　　　各会計別予算の比較　　　　　　（単位：千円）
区　　　　　分 令和３年度予算額 令和２年度予算額 比　　　較 比　率　％

一 般 会 計 1,691,000 1,831,500 △…140,500 △…7.7

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 104,300 101,100 3,200 3.2
簡 易 水 道 特 別 会 計 41,200 56,800 △…15,600 △…27.5
下 水 道 特 別 会 計 69,500 72,300 △…2,800 △…3.9
介 護 保 険 特 別 会 計 227,400 226,400 1,000 0.4
根 羽 村 営 バ ス 特 別 会 計 29,500 17,500 12,000 68.6
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 18,000 20,000 △…2,000 △…10.0
特 別 会 計 合 計 489,900 494,100 △…4,200 △…0.9

合 計 2,180,900 2,325,600 △…144,700 △…6.2
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議会
だより

　三
月
四
日
・
九
日
・
十
一
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
三
月
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

３
月
定
例
会

　一
般
質
問

　

◆
片
桐
康
孝
議
員

質
問　

地
区
回
覧
に
よ
る
個
人
情

報
の
在
り
方
に
つ
い
て

①
個
人
情
報
が
地
区
内
で
回
覧
さ

れ
て
い
る
現
状
、
名
前
を
記
入
す

る
事
へ
の
抵
抗
感
を
持
つ
村
民
の

意
見
を
ど
う
捉
え
る
か

②
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た

回
覧
の
在
り
方
、
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

回
答　

①
個
人
情
報
保
護
の
観
点

等
か
ら
税
に
関
す
る
通
知
に
つ
い

て
は
回
覧
に
よ
る
送
付
か
ら
該
当

者
に
直
接
送
付
す
る
事
と
し
た
。

議
員
ご
指
摘
の
予
防
接
種
の
申
込

み
等
に
関
し
て
は
広
く
周
知
す
る

た
め
広
報
無
線
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
と
併
せ
て
地
区
回
覧
を
お
願
い

し
て
き
た
。
現
状
で
も
こ
の
申
込

書
に
記
入
す
る
以
外
に
直
接
電
話

で
申
込
み
さ
れ
る
方
も
一
部
あ
る

と
聞
い
て
い
る
お
り
、
申
込
み
方

法
も
様
々
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

理
解
し
て
い
る
。
今
後
村
民
の
皆

様
の
意
見
も
お
聞
き
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

②
今
後
情
報
化
が
進
ん
で
い
く
中

で
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を

使
っ
た
情
報
伝
達
は
可
能
に
な
っ

て
く
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
が
、
ま
だ
し
ば
ら
く

は
現
状
の
地
区
回
覧
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
地
区
回
覧
が
ウ
イ

ル
ス
感
染
に
ど
れ
く
ら
い
影
響
、

関
係
し
て
い
る
か
具
体
的
な
知
見

は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
手
洗
い
な
ど
徹
底
し
て

頂
く
こ
と
を
含
め
て
対
応
し
て
頂

け
れ
ば
と
考
え
る
。
今
後
改
善
す

る
と
こ
ろ
は
改
善
し
、
回
覧
の
あ

り
方
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
と
し
て
捉
え
さ
せ
て
頂
く
。

質
問　

根
羽
学
園
の
発
展
型
と
し

て
小
中
高
一
貫
教
育
は
考
え
ら
れ

な
い
か

回
答　

過
去
根
羽
村
に
も
高
校
の

分
校
が
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ

る
。
現
状
根
羽
か
ら
高
校
へ
通
学

す
る
の
は
通
学
方
法
、
費
用
の
面

で
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
の

が
事
実
で
あ
り
、
村
と
し
て
も
で

き
る
限
り
の
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。

　

ネ
ッ
ト
環
境
が
整
備
さ
れ
世
界

と
繋
が
る
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

社
会
に
あ
っ
て
は
、
通
信
制
の
高

校
を
村
内
に
作
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
る
。

　

地
域
や
流
域
と
い
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
教
育
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入

れ
た
制
度
が
実
現
で
き
れ
ば
、
根

羽
の
子
供
達
が
高
校
へ
通
う
た
め

に
村
を
離
れ
る
必
要
も
な
く
な

り
、
村
外
か
ら
村
の
通
信
制
高
校

へ
通
う
生
徒
が
現
れ
る
事
に
よ
り

交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に

繋
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

小
中
高
の
一
環
と
い
う
位
置
づ

け
は
非
常
に
難
し
い
と
思
う
が
、

通
信
制
高
校
に
つ
い
て
は
根
羽
村

で
も
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。
通

信
制
高
校
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
夢
の
段
階
で
は
あ
る

が
、
夢
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み

が
で
き
れ
ば
す
ば
ら
し
い
事
で
あ

る
。
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
収
集
、
分

析
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の
課
題

と
し
っ
か
り
向
き
合
い
な
が
ら
今

後
の
取
組
み
を
進
め
て
い
け
れ
ば

と
考
え
る
。

◆
石
原
理
好
議
員

質
問　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組

み
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
代
行
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

回
答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
組
み
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
労
働
の
代
替
、
あ

る
い
は
付
加
価
値
を
生
み
出
す
技

術
の
伝
承
の
手
段
と
し
て
大
い
に

注
目
を
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
農
業
の
見

え
る
化
や
、
農
作
業
の
業
務
改

善
、
効
率
化
や
省
力
化
、
高
品
質

な
生
産
を
推
進
す
る
た
め
の
新
し

い
農
業
形
態
で
あ
る
と
理
解
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
に
関

し
て
は
労
働
力
の
省
力
化
や
適
時

の
防
除
等
に
効
果
が
あ
り
、
カ
メ

ラ
を
搭
載
し
て
の
有
害
鳥
獣
の
見

回
り
、
追
払
い
等
に
も
使
わ
れ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、
今
後
は
必
須

の
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。

　

た
だ
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
高

い
こ
と
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
の
入
力

な
ど
専
門
的
技
術
も
必
要
で
あ

り
、
技
術
を
ど
う
克
服
し
て
い
く

か
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
共
同
利

用
に
よ
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の

軽
減
や
技
術
の
共
有
と
い
う
の
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

当
村
で
は
遊
休
荒
廃
農
地
が
増

え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
中
で
、
基

本
的
に
は
全
て
が
大
規
模
農
地
で

あ
る
必
要
は
な
く
、
適
切
に
農
地

が
管
理
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
生
産
性

が
上
が
っ
て
い
れ
ば
持
続
可
能
な

取
組
み
が
で
き
る
と
考
え
る
。
こ

の
取
組
み
に
は
ス
マ
ー
ト
農
業
は

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
考

え
る
。
今
後
こ
う
い
っ
た
取
り
組

み
を
、
誰
が
ど
こ
で
進
め
て
い
く

の
か
は
こ
れ
か
ら
関
係
す
る
機
関

や
、
あ
る
い
は
民
間
の
企
業
等
と

も
連
携
す
る
中
で
検
討
し
て
い
け

た
ら
と
考
え
る
。

質
問　

農
業
振
興
に
つ
い
て

①
学
園
田
の
創
設
に
つ
い
て

②
農
業
公
社
設
立
に
つ
い
て

回
答　

①
現
在
学
園
の
給
食
を
提

供
す
る
日
は
約
２
０
０
日
、
そ
の

内
１
６
０
日
程
度
で
米
飯
を
出
し

て
お
り
使
用
す
る
米
の
量
は
年
間

約
９
０
０
キ
ロ
程
度
と
な
る
。
現

在
給
食
の
お
米
は
村
内
の
「
じ
ゃ

が
い
も
の
会
」
が
契
約
し
た
農
家

さ
ん
か
ら
定
期
的
に
納
入
し
て
頂

い
て
お
り
１
０
０
％
村
内
産
の
米

を
使
っ
て
い
る
。

　

学
校
田
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

仮
に
給
食
で
学
校
田
か
ら
収
穫
し

た
米
を
全
て
使
う
と
し
た
場
合
約

15
か
ら
20
ａ
の
作
付
け
が
必
要
に

な
る
の
で
は
と
思
う
。
こ
の
面
積

を
学
校
だ
け
で
管
理
す
る
の
は
非

常
に
大
変
で
、
も
し
実
施
す
る
場

合
は
農
事
組
合
法
人
の
皆
さ
ん
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
い

と
で
き
な
い
と
考
え
る
。
関
係
者

の
負
担
が
大
き
く
な
る
事
を
考
え

る
と
該
当
す
る
面
積
を
作
付
け
す

る
の
は
少
し
難
し
い
の
で
は
と
考

え
る
。
学
校
行
事
と
し
て
の
米
作

り
に
つ
い
て
は
農
業
へ
の
理
解
と

安
心
安
全
な
食
の
提
供
が
で
き
る

こ
と
な
ど
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と

令
和
三
年
度
一
般
会
計
予
算
等

二
十
三
議
案
に
つ
い
て
審
議
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で
あ
る
と
考
え
る
が
、
学
校
行
事

の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で

今
後
教
育
委
員
会
や
学
校
関
係
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
も
様
々
な
協

議
を
す
る
中
で
、
ど
う
い
っ
た
位

置
づ
け
が
適
当
な
の
か
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

②
根
羽
村
の
農
事
組
合
法
人
ね
ば

ね
の
活
動
に
よ
っ
て
根
羽
村
の
農

業
振
興
が
図
ら
れ
て
お
り
、
村
と

し
て
も
今
ま
で
色
々
な
形
で
支

援
、
応
援
を
し
て
お
り
、
今
後
も

農
業
振
興
の
た
め
に
は
全
面
的

に
応
援
さ
せ
て
頂
く
考
え
で
あ

り
、
今
回
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
を
法
人
に
お
願
い
す
る
等

取
組
み
も
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー

の
高
齢
化
の
課
題
も
あ
る
と
思
う

が
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
お
願

い
し
、
村
と
し
て
も
で
き
る
限
り

支
援
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
た
だ
今

後
の
新
た
な
進
み
方
と
し
て
農
業

公
社
方
式
の
導
入
が
本
当
に
必
要

だ
と
判
断
さ
れ
た
り
、
議
論
さ
れ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
段
階
で

村
と
し
て
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
考
え
ら
れ
る
が
、
当
面
は
農
事

組
合
法
人
さ
ん
に
し
っ
か
り
が
ん

ば
っ
て
頂
き
た
い
し
、
村
と
し
て

も
し
っ
か
り
と
支
援
を
さ
せ
て
頂

く
。

◆
坂
巻
秀
高
議
員

質
問　

災
害
協
定
、
災
害
対
応
に

つ
い
て

①
自
治
体
間
等
で
の
災
害
応
援
協

定
に
つ
い
て

②
安
城
市
と
の
関
係
、
自
衛
隊
派

遣
に
つ
い
て

③
消
防
行
政
に
お
け
る
協
定
の
現

状④
小
規
模
（
越
県
）
で
の
地
区
ご

と
の
協
力
要
請
体
制
の
必
要
性
に

つ
い
て

⑤
総
合
的
な
消
防
団
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て

回
答　

①
長
野
県
内
で
の
災
害
時

に
は
、
県
内
市
町
村
相
互
の
応
援

措
置
を
実
施
す
る
長
野
県
市
町
村

災
害
時
相
互
応
援
協
定
が
結
ば
れ

て
お
り
、物
資
等
の
提
供
の
斡
旋
、

人
員
派
遣
等
必
要
な
事
項
等
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
根
羽
村
は
飯
伊

ブ
ロ
ッ
ク
に
入
っ
て
お
り
、
上
伊

那
、
木
曽
と
の
間
で
相
互
に
応
援

に
入
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
南
信
州
広
域
連
合
１
４
市
町

村
で
は
、
職
員
の
派
遣
に
関
す
る

協
定
が
結
ば
れ
て
お
り
、
職
員
の

派
遣
が
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
国

土
交
通
省
関
係
で
は
、
中
部
地
方

整
備
局
と
災
害
時
の
情
報
交
換
の

協
定
、
天
竜
川
上
流
河
川
事
務
所

と
大
規
模
土
砂
災
害
等
に
備
え
た

相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
を
結
ん

で
い
る
。
ま
た
、
国
道
１
５
３
号

線
が
通
行
止
め
に
な
っ
た
時
に
道

路
利
用
者
に
対
し
避
難
所
の
利

用
、
飲
食
等
の
提
供
に
関
す
る
協

定
も
飯
田
国
道
事
務
所
と
結
ん
で

い
る
。
大
き
な
エ
リ
ア
で
は
三
遠

南
信
災
害
時
相
互
応
援
協
定
が
結

ば
れ
、
愛
知
県
、
長
野
県
、
静
岡

県
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
応
援
協
定
を
結
び
、
飯
伊

ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
飯
田
市
が

代
表
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。
医

療
機
関
、
民
間
機
関
と
も
様
々
な

提
携
を
結
ん
で
お
り
、
災
害
時
医

療
救
護
に
関
す
る
協
定
と
い
う
事

で
、
飯
伊
の
医
療
機
関
と
の
医
療

救
護
。
あ
る
い
は
郵
便
局
、
Ｊ
Ａ

と
の
様
々
な
相
互
応
援
協
定
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
、
コ
ー
プ
長
野
、
ダ

イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
か
ら
の
災
害
時

の
生
活
物
資
の
供
給
。
中
部
電
力

と
は
災
害
時
に
お
け
る
相
互
協
力

に
関
す
る
協
定
。
災
害
廃
棄
物
に

関
し
て
は
、
大
栄
環
境
と
い
う
民

間
と
の
処
理
に
関
す
る
協
定
等
も

結
ば
れ
て
い
る
。

②
安
城
市
と
は
防
災
協
定
は
現
段

階
で
は
結
ん
で
い
な
い
が
、
災
害

の
情
報
は
全
国
に
瞬
時
に
流
れ
る

た
め
、
安
城
市
長
、
市
役
所
の
危

機
管
理
担
当
か
ら
応
援
が
必
要
か

ど
う
か
と
い
う
連
絡
を
頂
く
等
協

力
体
制
が
あ
る
が
実
際
に
応
援
を

受
け
た
事
は
無
い
。
自
衛
隊
の
派

遣
に
つ
い
て
は
様
々
な
規
定
が
あ

る
が
、
ま
ず
は
村
長
が
知
事
に
対

し
て
派
遣
申
請
を
す
れ
ば
出
て
い

た
だ
け
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

③
全
国
的
に
は
消
防
の
広
域
応
援

体
制
の
整
備
と
い
う
事
が
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
国
で
は
大
規
模
災
害

や
特
殊
災
害
の
対
応
と
し
て
緊
急

消
防
援
助
隊
の
充
実
や
強
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
消
防
庁
長

官
の
求
め
、
指
示
に
よ
っ
て
動
く

広
域
の
応
援
体
制
で
、
大
規
模
地

震
等
の
際
に
緊
急
消
防
援
助
隊
と

し
て
派
遣
さ
れ
る
。
長
野
県
内
の

常
備
消
防
の
関
係
で
は
、
長
野
県

消
防
相
互
応
援
協
定
が
結
ば
れ
て

お
り
、
県
内
で
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
相
互
に
応
援
を
し
て
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
と
い
っ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
県
内
を
４
地
区
に
分
け
て
お
り

根
羽
村
は
南
信
地
域
に
な
り
、
諏

訪
広
域
、
伊
那
消
防
組
合
、
伊
南

行
政
組
合
、
南
信
州
広
域
が
一
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。
火

災
に
関
し
て
は
、
県
境
に
あ
る
こ

と
も
あ
り
、
飯
田
広
域
消
防
と
豊

田
市
の
消
防
、
恵
那
市
の
消
防
、

中
津
川
の
消
防
、
新
城
市
の
消
防

本
部
と
、
そ
れ
ぞ
れ
消
防
応
援
協

定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
要
請
が
あ
っ
て
か
ら
、

要
請
者
側
の
指
揮
下
に
入
っ
て
活

動
す
る
の
が
基
本
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
協
定
は
常
備
消
防
の
協

定
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
中
に
消

防
団
に
関
す
る
規
定
は
特
に
無
い

が
、
必
要
な
ら
ば
消
防
長
の
判
断

に
よ
っ
て
消
防
団
活
動
も
可
能
だ

と
思
わ
れ
る
。

④
村
で
災
害
対
策
本
部
が
立
ち
上

が
る
と
同
時
に
飯
田
広
域
消
防
本

部
、
南
信
州
地
域
振
興
局
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
１
名
が
自
動
的
に
応
援
に

入
っ
て
頂
く
体
制
が
整
っ
て
い

る
。
消
防
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
要
請
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応

じ
て
村
、
あ
る
い
は
消
防
機
関
か

ら
県
を
通
し
て
航
空
隊
を
要
請
し

て
い
く
。
近
隣
地
域
で
の
災
害
時

の
応
援
協
力
体
制
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
過
去
に
も
協

定
は
結
ん
で
な
く
て
も
役
場
同
士

で
様
子
を
知
り
た
い
等
、
協
力
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
現
在
で

も
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
様
に
し
て

い
る
。
非
常
時
を
含
め
常
に
連
絡

を
取
り
合
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
は
続
け
て
い
く
。
た
だ
、
大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
過

去
根
羽
村
の
災
害
の
時
も
そ
う
だ

が
、
そ
の
地
域
だ
け
に
限
ら
ず
、

近
隣
の
自
治
体
も
同
じ
よ
う
な
被

害
を
受
け
て
い
る
の
が
現
実
で
あ

る
た
め
、
少
し
離
れ
た
地
域
、
自

治
体
と
応
援
協
定
等
を
結
ば
せ
て

も
ら
い
、
応
援
体
制
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

⑤
根
羽
村
消
防
団
の
人
員
は
非
常

に
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
団
員
に

負
担
を
か
け
る
の
は
良
く
な
い
の

は
十
分
に
承
知
し
て
お
り
、
機
械

化
、
装
備
充
実
が
必
要
に
な
る
。

具
体
的
に
は
団
の
方
で
検
討
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
。
団
活
動
自
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体
、
例
え
ば
操
法
大
会
等
、
負
担

が
大
き
い
こ
と
も
重
々
承
知
し
て

い
る
。
村
と
し
て
も
団
の
方
に
負

担
の
無
い
様
に
と
い
う
形
で
話
を

し
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
団
の
方

で
検
討
し
て
も
ら
い
無
理
の
無
い

範
囲
で
や
っ
て
い
た
だ
く
。
た
だ

し
非
常
時
に
は
し
っ
か
り
と
活
動

し
て
い
た
だ
く
、
そ
ん
な
体
制
が

と
れ
れ
ば
と
考
え
る
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
終
息
に
向
け
て
の
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
つ
い
て

回
答　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る

と
い
う
事
は
感
染
予
防
の
た
め
に

も
、
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
今
回

は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
も
の
で
、
１
回
目
の

接
種
か
ら
３
週
間
空
け
て
２
回
目

を
接
種
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で
は

な
く
16
歳
以
上
に
努
力
義
務
が
か

さ
れ
て
お
り
、
妊
婦
の
方
は
こ
の

努
力
義
務
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

飯
伊
地
域
で
の
取
り
組
み
の
状
況

は
、
飯
田
市
、
北
部
、
南
部
、
西

部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
毎
で

接
種
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
原
則
と
し
て
住
民
票

の
あ
る
所
在
地
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
参
考
数
値
だ
が

現
在
村
内
の
16
歳
以
上
の
対
象
者

は
８
０
８
人
。
内
65
歳
以
上
が

４
４
９
人
で
51
・
４
％
。
16
歳
か

ら
64
歳
ま
で
が
３
５
９
人
で
41
・

1
％
と
い
う
人
数
に
な
っ
て
い

る
。
接
種
の
順
番
は
国
で
は
最
初

に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
を
優
先
し
て
順
次
実

施
し
て
い
く
計
画
に
な
っ
て
い

る
。

　

現
在
村
で
は
65
歳
以
上
の
対
象

者
に
予
防
接
種
の
希
望
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
こ
の
後
、
接
種
計

画
の
策
定
、
ク
ー
ポ
ン
券
や
予
診

票
の
配
布
等
を
進
め
て
い
く
事
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
接
種
時
期
に

つ
い
て
は
現
在
示
さ
れ
て
い
る
予

定
で
は
４
月
頃
と
さ
れ
て
い
る

が
、
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
状
況
に

よ
っ
て
は
ど
う
な
る
か
未
定
の
状

況
で
あ
る
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
そ
の
後
時
期
を
見
な
が

ら
高
齢
者
以
外
の
接
種
希
望
者
の

申
込
み
を
受
け
て
い
く
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
接
種
時
期
に
つ

い
て
は
今
の
段
階
で
は
未
定
と

な
っ
て
い
る
。
接
種
場
所
は
根
羽

村
で
は
佐
藤
医
院
を
予
定
し
て
い

る
。
接
種
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、

打
ち
合
わ
せ
を
す
る
中
で
は
午
前

中
の
通
常
診
療
が
終
了
し
た
時
点

と
、
午
後
の
診
療
が
終
了
し
た
時

点
で
計
画
を
し
て
頂
い
て
お
り
、

人
数
に
つ
い
て
も
確
定
で
な
い

が
、
見
込
み
と
し
て
は
１
回
で
10

人
か
ら
20
人
程
度
と
し
て
い
る
。

村
内
接
種
の
当
日
の
流
れ
は
、
受

付
と
し
て
駐
車
場
に
テ
ン
ト
を
張

り
検
温
、
身
分
証
明
書
の
確
認
、

予
診
票
の
確
認
を
行
う
。
予
診
と

接
種
に
つ
い
て
は
、
診
察
室
で
受

け
て
頂
き
、
接
種
が
終
わ
る
と
接

種
済
証
が
交
付
さ
れ
、
15
分
程
度

状
況
を
確
認
し
て
頂
き
帰
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
な
流
れ
に
な
る
と
考

え
る
。ワ
ク
チ
ン
の
調
達
と
保
管
、

管
理
に
つ
い
て
、
調
達
は
基
本
的

に
国
が
実
施
す
る
。
今
回
接
種
す

る
ワ
ク
チ
ン
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
他
社

製
品
な
ど
の
承
認
状
況
等
か
ら
逐

次
国
か
ら
指
示
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
今
予
定
さ
れ
て
い
る
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
の
ワ
ク
チ
ン
の
保
管

は
マ
イ
ナ
ス
75
度
か
ら
前
後
15
度

程
度
と
さ
れ
て
お
り
、
保
管
用
の

専
門
の
デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
解
凍
後
は

最
大
５
日
間
冷
蔵
庫
で
保
管
が
可

能
で
あ
る
と
の
こ
と
。
接
種
回
数

は
２
回
で
、
３
週
間
、
間
を
あ
け

て
２
回
目
を
接
種
す
る
。
計
算
で

は
１
つ
の
薬
剤
の
入
っ
た
ビ
ン
で

５
人
接
種
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
扱
い
は
、
西
部
地
区

に
つ
い
て
は
飯
田
病
院
付
属
阿
智

診
療
所
に
専
用
の
デ
ィ
ー
プ
フ

リ
ー
ザ
ー
で
ワ
ク
チ
ン
を
保
管
す

る
こ
と
に
決
定
し
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
必
要
な
分
を
佐
藤
医
院
へ
保

冷
ボ
ッ
ク
ス
で
運
搬
し
て
医
療
用

の
冷
蔵
庫
で
保
管
し
て
注
射
を
実

施
し
て
い
く
。
運
搬
に
つ
い
て
は

専
用
の
保
冷
箱
を
使
い
、
時
間
的

に
も
30
分
で
す
の
で
問
題
な
い
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。
接
種
さ
れ

る
ワ
ク
チ
ン
は
国
が
決
め
る
の
で

基
本
的
に
は
個
人
で
選
択
で
き
な

い
と
考
え
る
。
た
だ
今
後
は
色
々

な
ワ
ク
チ
ン
が
出
て
く
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
都

度
様
々
な
指
示
が
あ
る
と
考
え

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
コ
ロ
ナ

対
策
が
不
要
か
と
い
う
事
に
関
し

て
は
、
非
常
に
難
し
い
質
問
で
、

専
門
家
で
は
な
い
の
で
十
分
な
知

見
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
重
症
化
を
抑
え

る
も
の
で
、
治
療
薬
で
は
な
い
よ

う
だ
が
、
感
染
拡
大
予
防
に
は
大

き
な
効
果
を
期
待
し
て
お
り
、
多

く
の
人
に
こ
の
接
種
を
受
け
て
頂

き
、
引
き
続
き
、
感
染
予
防
対
策

は
徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
様
々
な
状
況
を
分
析
す

る
中
で
感
染
予
防
と
経
済
対
策
の

両
立
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
是
非

そ
う
い
っ
た
形
で
推
移
し
て
い
く

事
を
願
っ
て
い
る
。

質
問　

こ
の
１
年
間
コ
ロ
ナ
の
経

験
を
総
合
戦
略
、
各
種
行
事
に
ど

の
様
に
教
訓
と
す
る
か
。

回
答　

今
ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ

た
も
の
が
当
た
り
前
で
な
く
な
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
さ

し
く
現
在
進
行
中
で
あ
る
が
、
当

面
は
感
染
予
防
と
経
済
対
策
の
取

組
み
を
し
な
が
ら
新
し
い
感
覚

で
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
事
業
計
画

が
更
新
さ
れ
た
り
作
ら
れ
た
り
し

て
い
く
わ
け
だ
が
、
コ
ロ
ナ
を
経

験
し
た
糧
を
踏
ま
え
て
、
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
く
策
を
導
入
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

◆
原
光
史
議
員

質
問　

獣
害
対
策
に
対
す
る
補
助

金
に
つ
い
て

回
答　

村
で
も
有
害
鳥
獣
駆
除
に

対
す
る
補
助
金
、
有
害
鳥
獣
の
防

除
に
対
す
る
補
助
金
を
出
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
。
農
地
と
山
林
と
の

緩
衝
帯
、
農
地
に
入
り
に
く
い
環

境
を
作
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
実
際
に
現
在
赤
坂
地
区
で

行
わ
れ
て
い
る
山
地
酪
農
で
は
牛

が
草
を
食
べ
た
り
、
３
６
５
日
放

牧
さ
れ
て
お
り
、家
畜
に
よ
っ
て
、

除
草
が
で
き
緩
衝
帯
が
で
き
た

り
、
山
か
ら
出
て
く
る
動
物
は
隠

れ
場
所
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

全
く
農
地
に
入
ら
な
い
と
い
う
事

は
無
い
が
、
過
去
と
比
べ
て
農
地

に
侵
入
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
環

境
が
で
き
て
お
り
、
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。
具
体
的
に
里
山
と
農

地
の
部
分
の
木
を
伐
採
し
た
り
す

る
緩
衝
帯
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

森
林
作
り
県
民
税
に
よ
る
里
山
整

備
事
業
で
の
実
施
が
可
能
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
高
橋

地
区
で
事
業
を
実
施
中
で
あ
る
。

月
瀬
地
区
で
も
計
画
を
策
定
し
て

大
き
な
面
積
で
里
山
整
備
を
進
め
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◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
営
バ
ス
特

別
会
計
予
算

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

◆
副
村
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と

　

小
木
曽
秀
美
氏
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と

　

下
井
敦
志
氏
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
に
つ
い
て

　

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
等
施
設
の

指
定
管
理
者
の
選
定
が
さ
れ
ま
し

た
。

に
よ
り
、
五
百
二
十
三
万
四
千
円

を
増
額
し
、
総
額
六
千
三
百
七
十

三
万
六
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
根
羽
村
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

高
会
計
対
応
業
務
実
績
精
査
に

よ
り
、
四
百
十
一
万
八
千
円
を
減

額
し
、
総
額
六
千
八
百
十
八
万
二

千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
二
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
利
用
見

込
み
等
に
よ
り
、
七
十
一
万
八
千

円
を
減
額
し
、
総
額
二
億
二
千
五

百
七
十
六
万
二
千
円
余
と
な
り
ま

し
た
。

◆
令
和
二
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）

　

保
険
料
の
確
定
に
よ
り
、
二
百

二
十
四
万
円
を
減
額
し
、
総
額

千
七
百
七
十
六
万
円
余
と
な
り
ま

し
た
。

　
　◆

令
和
三
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

予
算

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
予
算

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
下
水
道
特

別
会
計
予
算

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

◆
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て

　

事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
額
に
つ

い
て
、
承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　◆

根
羽
村
議
会
の
議
員
の
報
酬
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

令
和
三
年
度
報
酬
を
本
俸
か
ら

五
％
減
額
す
る
条
例
の
改
正
が
さ

れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
育
英
資
金
貸
付
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

根
羽
学
園
開
校
に
伴
う
名
称
の

変
更
等
に
関
す
る
改
正
が
さ
れ
ま

し
た
。

◆
根
羽
村
福
祉
医
療
費
給
付
金
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

給
付
方
式
の
変
更
等
に
伴
い
条

例
の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
条

例
の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

第
八
期
根
羽
村
老
人
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

い
た
介
護
保
険
料
の
改
定
に
伴
い

条
例
の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
営
住
宅
使
用
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

住
宅
の
完
成
に
伴
い
対
象
住
宅

に
関
す
る
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　◆

令
和
二
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
七
号
）

　

村
有
林
整
備
事
業
等
に
よ
り
、

二
億
六
千
三
百
五
十
五
万
二
千
円

を
追
加
し
、
総
額
二
十
四
億
五
千

六
百
五
十
六
万
三
千
円
余
と
な
り

ま
し
た
。

◆
令
和
二
年
度
根
羽
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）

　

医
療
給
付
費
の
減
額
等
に
よ

り
、
千
百
七
十
二
万
五
千
円
を
減

額
し
、
総
額
八
千
九
百
七
十
六
万

五
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
二
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

簡
易
水
道
事
業
債
繰
上
償
還
等

専
決
処
分
承
認

補
正
予
算

条

　　　　例

当
初
予
算

人

　　　　　事

そ

　　の

　　他

る
中
で
一
部
緩
衝
帯
の
様
な
も
の

も
作
っ
て
い
く
計
画
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
事
業
実
施
に
つ
い
て

は
森
林
所
有
者
や
地
域
住
民
に
よ

る
里
山
整
備
利
用
推
進
協
議
会
を

作
っ
て
県
知
事
に
利
用
地
域
と
し

て
認
定
申
請
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
村
の
方
で

も
積
極
的
に
応
援
を
さ
せ
て
も
ら

う
。
鳥
獣
被
害
の
対
策
と
し
て
緩

衝
帯
を
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
補
助
金
が
出
る
の
で
是
非
使
っ

て
頂
き
た
い
。
補
助
率
は
10
分
の

９
で
あ
り
、
１
施
行
地
辺
り
１
回

の
み
と
の
限
定
が
あ
る
た
め
、
１

回
補
助
事
業
を
導
入
し
て
後
は
地

元
の
皆
さ
ん
で
継
続
し
て
手
入
れ

す
る
必
要
が
あ
る
。
森
林
整
備
事

業
で
も
間
伐
等
の
事
業
の
中
で
部

分
的
に
間
伐
を
実
施
し
た
り
、
組

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
で
き
る
部

分
も
あ
る
の
で
、
是
非
現
状
の
国

県
の
事
業
を
上
手
に
使
い
な
が
ら

で
き
る
よ
う
な
方
向
を
思
っ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
部
分
は
村
の
ほ

う
へ
協
議
頂
き
た
い
。
標
高
の
高

い
部
分
に
広
葉
樹
の
植
栽
を
し
て

大
型
動
物
居
住
地
域
へ
の
侵
入
を

防
ぐ
事
は
で
き
な
い
か
と
い
う
事

に
関
し
て
は
、
ま
だ
長
い
計
画
だ

が
村
で
も
森
林
を
ゾ
ー
ン
分
け
し

て
一
番
住
居
に
近
い
部
分
を
里
山

林
と
し
て
整
備
、中
間
を
生
産
林
、

い
わ
ゆ
る
経
済
林
と
し
て
、
標
高

の
高
い
部
分
に
つ
い
て
は
環
境
林

と
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。
里

山
に
近
い
部
分
の
栗
だ
と
か
ま
き

の
木
を
切
る
の
に
補
助
金
を
と
い

う
事
に
関
し
て
は
、
今
現
在
国
県

の
補
助
事
業
は
無
く
、
村
で
も
実

施
し
て
い
な
い
。
で
き
れ
ば
１
本

２
本
で
は
な
く
、緩
衝
帯
と
し
て
、

整
備
し
て
い
く
の
が
一
番
有
効
だ

と
思
う
の
で
、
県
の
森
林
税
を

使
っ
て
緩
衝
帯
を
整
備
す
る
形
が

一
番
有
効
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
村
で
も
検
討
が
必
要
な
部
分

が
あ
る
の
で
時
間
を
頂
き
た
い
と

思
う
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
地
域
活
動
が
停

滞
す
る
中
「
住
み
続
け
た
い
、
住

ん
で
み
た
い
地
域
づ
く
り
」
実
現

へ
の
一
助
に
と
、
三
月
一
日
、
飯

田
信
用
金
庫
福
元
駒
場
支
店
長
様

か
ら
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
令
和
二
年
度
に
は
飯
田

市
の
㈱
浜
島
精
機
様
、
鹿
児
島
県

の
小
平
㈱
様
か
ら
も
村
づ
く
り
に

対
し
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
様
の
ご
意
向

に
沿
え
る
よ
う
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 企

業
様
か
ら

寄
附
を
頂
き
ま
し
た

　

参
議
院
長
野
県
選
出
議
員
に
欠

員
が
生
じ
た
た
め
、
４
月
25
日

（
日
）に
補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま

す
。

【
投
票
所
・
時
間
】

　

投
票
所
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
各
地
区
で
話
し
合
っ
て
い

た
だ
い
た
結
果
、
村
内
一
ヶ
所
の

投
票
所
に
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
が
、
今
回
の
補
欠
選
挙
に
お

き
ま
し
て
は
今
ま
で
ど
お
り
、
村

内
８
箇
所
の
投
票
所
で
行
い
ま

す
。

投
票
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

※
第
２
・５
・７
投
票
所
は

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時
ま
で

【
投
票
で
き
る
方
】

年
齢
条
件　

平
成
15
年
４
月
26
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

住
所
要
件　

令
和
３
年
１
月
７
日

ま
で
に
根
羽
村
に
転
入
届
出
を

し
、
引
続
き
３
ヶ
月
以
上
根
羽
村

に
お
住
ま
い
の
方

【
投
票
所
入
場
券
】

　

投
票
所
入
場
券
は
、
４
月
７
日

（
水
）に
発
送
し
ま
す
。

入
場
券
は
世
帯
ご
と
に「
は
が
き
」

で
郵
送
し
ま
す
。
ご
自
分
の
入
場

券
を
切
り
取
り
、
投
票
所
へ
ご
持

投
票
に
行
こ
う
！

参
議
院
長
野
県
選
出

議
員
補
欠
選
挙

参
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
所
に
行
く
事
が
で
き
な
い
方

は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

・
仕
事
や
学
業
、
本
人
又
は
家
族

の
冠
婚
葬
祭
が
あ
る
、
レ
ジ
ャ
ー

等
に
よ
る
外
出
、
疾
病
、
負
傷
、

出
産
等
で
入
院
の
予
定
が
あ
る
な

ど
で
す
。

☆
期
日
前
投
票
日
時
・
場
所

　

４
月
９
日（
金
）
～
４
月
24
日

（
土
）
の
午
前
８
時
半
～
午
後
８

時
ま
で

根
羽
村
役
場

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
】

　

期
日
前
投
票
所
や
当
日
投
票
所

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
着

用
、
投
票
所
入
口
前
で
の
手
指
の

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

投
票
所
内
で
も
定
期
的
な
換

気
、
仕
切
り
板
の
設
置
等
の
飛
沫

防
止
、
記
載
台
の
定
期
的
な
消
毒

等
を
行
い
ま
す
。

　

投
票
所
内
の
密
集
防
止
の
た

め
、
混
雑
時
に
は
お
待
ち
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成

し
た
い
と
い
う
方
が
増
加
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の

方
は
、
申
請
用
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
い
た
だ
く
と
簡
単

に
申
請
で
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
、申
請
用
紙
で
申
請
で
き
ま
す
。

写
真
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
役

場
で
撮
影
支
援
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
健
康
保
険
証
と
し
て

使
う
た
め
に
は
、
別
途
申
込
み
が

必
要
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
役

場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
保
険
証
と
し
て
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
も
、
全
て
の
医
療
機

関
で
使
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
現
在
の
保
険
証
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
置

き
く
だ
さ
い
。

飯田信用金庫様
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　令和３年３月３０日、設楽町八橋地籍に新火葬場「八橋斎苑」が竣工しました。当初利用開始は４月１日として
いましたが、主要地方道設楽根羽線付替工事による仮設道路設置工事施工のため４月から約２か月八橋斎苑への進
入路が通行止めとなることから、実質の利用開始は６月頃を予定しています。

中田クリーンセンター　受付時間変更のお知らせ

　中田クリーンセンター焼却炉の老朽化により可燃ごみ等を外部搬出処理することになりました。
　それに伴い、場内を大型車が往来するため、令和 3年４月１日から持込みごみ等の受付時間を下表のとおり変更
します。
　ご利用の皆様には大変ご迷惑をお掛け致しますが、ごみの分別、減量と共に皆様のご理解とご協力をお願いいた
します。

【施設内容】

施　設　名

火葬棟

火葬炉 2基

エントランスホール・炉前ホール・収骨室

炉室・事務室

待合棟

待合室 2部屋
待合ホール
自動販売機コーナー
トイレ（多目的トイレあり）

駐車場
普通車 20 台（障がい者用 1台・軽乗用車 2台含む）

マイクロバス 2台

【斎苑使用料】　４月１日より使用料が変わります。

区　分 新使用料 旧使用料

大　人（15 歳以上） 20,000 円 32,000 円

子ども（15 歳未満） 10,000 円 21,000 円

胎　児 5,000 円 5,000 円

変　更　前 変　更　後

受付日 月～金（祝日含む）
及び　第2日曜日

変更なし

受付
時間

午前8時30分～
午前12時00分まで
午後1時00分～
午後5時00分まで

午前10時30分～
午前12時00分まで
午後1時00分～
午後4時00分まで

★ごみの出し方や収集運搬の変更はありません
　ご不明な点は北設広域事務組合又は根羽村役場住民課課ま
でお尋ねください。
　北設広域事務組合　中田クリーンセンター… 0536-78-5123
　北設広域事務組合　事務局… 0536-83-5732
　根羽村役場　住民課… 0265-49-2111

新火葬場「八橋斎苑」の竣工について

【上記料金で利用できる条件】
次のいずれかに該当する方が上記料金で利用できます。
1. 死亡者が根羽村に住所又は本籍を有する者。
2. 申請者が根羽村に住所を有する者。
※八橋斎苑の利用開始までは、津具及び清崎の火葬場を利用でき
ますが、八橋斎苑の利用開始後は津具及び清崎の火葬場は利用
できません。

医療法人　健進会　佐藤医院　佐藤　健先生が「第 49回医療功労賞」を受賞

　読売新聞社主催の第４９回医療功労賞を上町の佐藤健先生が受賞されました。
この医療功労賞は国内外の困難な環境下で、医療活動に長年従事し、顕著な功
績を挙げた医療関係者を顕彰するもので、１９７２年から続いています。
　佐藤先生は佐藤医院、平谷村の国保直営診療所での診療をはじめ、地域密着
型特別養護老人ホームなごみでの回診をするとともに、時間外や休日でも住民
から依頼があれば往診に赴きます。先生が住民をとても大切にしていることや
様々な委員として村の会議にも積極的に関わっていること等が評価され、今回
の受賞となりました。佐藤健先生受賞おめでとうございました。
　今後も益々のご活躍をご期待申し上げます。
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令
和
⼆
年
度
地
域
お
こ
し
協
⼒
隊
活
動
報
告

　

私
が
着
任
し
て
い
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
は
、「
地
域
協
力
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ

の
定
住
・
定
着
を
図
る
取
組
」
と

し
て
総
務
省
が
推
進
し
て
い
る
取

り
組
み
で
す
。期
間
は
最
長
３
年
、

そ
し
て
そ
の
経
費
は
、
４
４
０
万

円
を
上
限
と
し
て
国
か
ら
支
給
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
人
件

費
２
４
０
万
円
ま
で
、
活
動
費

２
０
０
万
円
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
最
初
の
１
年
間
の
勤
務
が
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
経

費
の
使
途
に
つ
い
て
大
ま
か
に
ご

報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
件
費
（
給
与
）、　

月
額
18
万

円
、
賞
与
18
万
円
が
２
回
、
計

２
５
２
万
円
、
残
業
手
当
な
ど
を

含
め
る
と
２
６
４
万
円
。
社
会
保

険
料
等
、
74
万
円
。
資
格
取
得
・

研
修
参
加
費
（
宿
泊
費
含
む
）、

57
万
円
。安
全
用
品
費（
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
防
護
パ
ン
ツ
な
ど
）、
11
万

円
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
使
用
費
（
組
合

か
ら
レ
ン
タ
ル
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
ま
す
）、
６
万
円
。
参
考
図

書
購
入
費
用
、
６
万
円
。
住
宅
手

当
２
万
４
千
円
。
指
導
費
・
事
務

手
続
き
費
、
43
万
円
。

　

ま
た
取
得
資
格
・
受
講
修
了
し

た
研
修
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

伐
木
等
特
別
教
育
、
玉
掛
け
技
能

講
習
、
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全

衛
生
教
育
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー

ン
運
転
技
能
講
習
、
車
両
系
建
設

機
械
（
整
地
・
運
搬
・
積
込
み
用

及
び
掘
削
用
）
運
転
技
能
講
習
、

簡
易
架
線
集
材
装
置
運
転
特
別
教

育
、
走
行
集
材
機
械
運
転
特
別
教

育
、伐
木
機
械
等
運
転
特
別
教
育
、

森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
修
了
、
地

域
林
政
研
修
（
地
域
林
政
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
研
修
）
修
了
、
森
林
整
備

業
務
専
門
技
術
者
資
格
認
定
。

　

協
力
隊
経
費
は
概
ね
、
林
業
の

学
び
と
技
術
取
得
、
森
林
組
合
へ

の
嘱
託
費
と
し
て
使
わ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
組
合
HP
の
ブ
ロ
グ
を

担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、
今
年
度
は
情
報
発
信
と
他

地
域
と
の
交
流
な
ど
も
や
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

山 

本 

英 

介

臼 

井 

誠 

和

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
従
事
し

て
一
年
が
経
ち
、
振
り
返
る
と
コ

ロ
ナ
渦
で
あ
っ
た
た
め
、
地
域
行

事
等
あ
ま
り
参
加
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
自
分
の
将
来
に
繋
が

る
活
動
は
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

の
貴
重
な
時
間
に
自
分
の
強

み
や
弱
み
、
価
値
観
を
改
め
て
理

解
で
き
自
分
の
こ
と
を
良
く
知
る

こ
と
が
で
き
た
濃
密
な
一
年
に
な

り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
前
に
自

分
の
将
来
設
計
を
考
え
て
臨
ん
で

お
り
、
そ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め

に
農
業
技
術
と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の

取
得
の
研
修
を
限
ら
れ
た
時
間
の

な
か
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
進
め
方
が
で
き
た

の
も
、
信
頼
で
き
る
人
達
を
見
つ

け
ら
れ
た
こ
と
や
、
気
兼
ね
な
く

相
談
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
た

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
牛

歩
で
は
あ
り
ま
す
が
一
歩
ず
つ
確

実
に
進
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。今

年
は
丑
年
、
48
歳
の
年
男
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ご
加
護
を
多

く
受
け
て
い
る
か
ら
、
い
つ
も
以

上
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

と
、
先
を
急
が
ず
一
歩
一
歩
着
実

に
物
事
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
と

い
う
こ
と
も
踏
ま
え
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

根
羽
村
に
移
住
し
て
農
業
に
深

く
関
わ
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
の

根
羽
村
の
特
徴
で
あ
る
不
利
な
営

農
条
件
の
中
山
間
地
域
と
い
う
環

境
で
、
平
地
が
少
な
く
、
野
生
鳥

獣
の
生
息
地
と
な
る
山
林
と
農
地

が
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
鳥
獣
被
害

を
受
け
や
す
く
過
疎
や
高
齢
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
も
あ
い
ま
っ
て

耕
作
放
棄
地
な
ど
深
刻
な
問
題
も

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
清
ら
か
な
水
や
異
常

気
象
に
よ
る
温
暖
化
な
状
況
で

も
、
ひ
か
く
て
き
冷
涼
な
気
候
の

下
で
良
食
味
の
農
産
物
が
栽
培
で

き
る
環
境
に
あ
り
、
収
益
力
の
あ

る
農
業
を
実
現
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

小
規
模
の
土
地
で
も
反
収
が
上
が

る
施
設
野
菜（
ハ
ウ
ス
）に
よ
る
就

農
を
予
定
し
て
お
り
、
根
羽
村
で

生
活
基
盤
を
固
め
自
分
の
居
場
所

を
自
ら
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

先
ず
は
一
番
心
配
し
て
い
る
農

地
の
確
保
の
た
め
、
土
地
勘
も
な

く
知
り
合
い
も
少
な
い
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
役
場
に
相
談
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
予
定
は
農
地
の
確
保
が

整
っ
た
ら
、
次
年
度
の
新
規
就
農

金 

邉 

竜 

也

金
邉
で
す
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
最
初
の

年
度
が
い
よ
い
よ
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
初
年
度
の
僕
の
目
標

は
、
僕
自
身
が
ま
ず
村
の
こ
と
を

少
し
で
も
知
る
こ
と
。
そ
し
て
そ

の
目
線
で
、
今
根
羽
村
で
起
き
て

い
る
こ
と
を
映
像
や
写
真
に
映

し
、
村
の
人
に
届
け
る
こ
と
。
そ

に
向
け「
事
業
計
画
作
り
」や「
資

金
調
達
」
が
非
常
に
重
要
に
な
り

ま
す
が
、
地
域
内
や
役
場
内
で
の

合
意
形
成
な
ど
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
内
心
で

は
「
や
り
た
い
こ
と
」
の
欲
望
リ

ス
ト
と
「
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
」
の
義
務
リ
ス
ト
が
頭
の

中
で
小
競
り
合
い
し
て
、
そ
れ
が

不
安
や
心
配
を
生
ん
で
い
る
状
況

な
の
で
、
冷
静
に
な
ん
と
か
そ
れ

を
進
め
る
た
め
に
一
歩
ず
つ
課
題

解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

を
お
願
い
し
つ
つ
、
応
援
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
励
み
に
な
り
ま
す
の

で
、
欲
張
り
で
す
が
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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「木の布プロジェクト」で大阪へ視察「木の布プロジェクト」で大阪へ視察
森林資源の新たな活用方法として、村で進める「木の布プロジェクト」を進
めるため、3月 19日（金）村長はじめ、関係者で大阪市にある「株式会社和
紙の布」への視察が行われました。
視察には同プロジェクトにおいて連携する徳島県の株式会社いろどりの横石
社長はじめ村外の関係者も参加し、現時点
での事業の進捗状況や今後の構想などの情

報交換が行われました。

和紙の技術を活用し、間伐財を原料に織物を製作する、木の布プロジェクトは
2020 年度から根羽村でも取組を始めたもので、従来の 10倍以上の付加価値を木材
つけて商品に展開できるということで、新たな資源活用方法として多方面から注目さ
れています。

根羽すぎを材料に生地制作を進め 3月末には生地が完成しました。今後はエコバッ
クやタオル等の布製品の試作を進めながら、矢作川流域を中心にこの取り組みを宣伝
し、村の新たな産業となることが期待されます。

村では国が 2017年から掲げる持続可能な開発目標（SDGs）に基づき、「森を通じ
て水を守るサステナブルな森と村づくり」を大きなテーマに掲げています。世界全体
でもアパレル業界において化学繊維における環境汚染や大量消費における資源消費な
どが社会問題としてなる中、自然な材料を活かして作るこの繊維は環境に配慮された
「サステナブルな繊維として注目されています。今後、村では矢作川流域沿いの自治体・
企業・市民との連携を円滑にさせるツールとしても活用していきたいと思います。

このプロジェクトを通じて生まれた製品が社会に認知されれば、根羽村が森を生か
した持続可能（サステイナブル）な社会モデルとして注目される可能性もあります。
「木の布プロジェクト」の進捗状況については今後も皆様にお知らせしていきます。

れ
に
よ
っ
て
少

し
で
も
自
分
の

村
を
さ
ら
に
深

く
知
る
機
会
に

な
っ
た
り
、
よ

り
村
へ
の
愛
が

深
ま
っ
た
り
。

そ
ん
な
機
会
を

少
し
で
も
作
り

た
い
と
思
い
、
活
動
に
あ
た
っ
て

参
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
根
羽
村
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
放
映
す
る
番
組
の
作

成
。
そ
し
て
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
情
報
発
信
業

務
を
担
当
し
ま
し
た
。

季
節
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

の
年
間
行
事
や
、
保
育
所
・
根
羽

学
園
の
行
事
に
も
参
加
、
撮
影
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
撮
影
を

通
し
て
沢
山
の
村
民
の
方
と
お
話

で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
と
て
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
行
事
ご
と

を
撮
影
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
初

年
度
で
し
た
が
、
僕
が
映
せ
た
村

の
魅
力
は
ま
だ
ま
だ
ほ
ん
の
一
部

に
過
ぎ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
に
様
々
な
制
約

が
あ
っ
た
為
と
い
う
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
し
、
よ
り
暮
ら
し
に
近
い

部
分
に
こ
そ
根
羽
村
の
良
さ
が
沢

山
散
ら
ば
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
１
年
目
で
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
々
実
際
に

関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
環
境
問

題
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
人
口
減
少
や

林
業
事
業
者
の
減
少
に
よ
り
、
森

林
や
水
源
と
の
関
わ
り
方
を
見
直

す
時
代
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
。

最
前
線
に
立
っ
て
様
々
な
施
策
に

思
考
を
巡
ら
せ
る
人
間
も
い
れ

ば
、
普
段
の
生
活
か
ら
自
然
に
溶

け
込
ん
で
持
続
可
能
な
生
活
を
営

む
村
民
の
姿
も
目
に
し
ま
し
た
。

根
羽
村
と
い
う
環
境
に
住
む
我
々

村
民
は
、
自
分
た
ち
自
身
の
住
む

こ
の
土
地
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
そ
ん
な
意
思
を
み
な
さ
ん

の
生
き
る
姿
を
み
て
学
び
ま
し

た
。２

年
目
は
よ
り
環
境
問
題
や
暮

ら
し
に
近
い
部
分
で
、
根
羽
村
の

取
り
組
み
や
魅
力
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
自
然
の
中

で
生
き
て
い
く
。
あ
る
も
の
を
大

切
に
生
き
て
い
く
。こ
の
価
値
観
・

姿
勢
こ
そ
が
、
根
羽
村
の
魅
力
で

は
な
い
か
と
感
じ
る
か
ら
で
す
。

ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
の
村
人
で

す
が
、
今
後
も
み
な
さ
ま
に
沢
山

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し

み
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
発

信
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
２
年
度
目
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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森のテーマパーク
　「中学 2年生のときから完成するまで、色々な問題や課題があって思い通
りにいかなかないことが多々ありましたが、自分たちがやろうと思えたこ
とを実現することができて、本当によかったです。たくさんの人に知って
もらえると嬉しいです」
　「私は、総合的な学習の時間での活動を通して、自分たちの考えを多くの
人に伝えること、行動に移すことの大切さを学びました。今、計画したこ
とが形になっているのも、ＳＤＧｓのコンテストなどを通して多くの人に
考えを伝え、挑戦してみたからだと思います。これからもこの活動が広がっ
ていってくれたらうれしいです」

　これは、9年生が総合的な学習の時間を振り返り書いた感想文です。9年生のみんなが、このような思いになるまでには、
多くの挑戦がありました。
　この挑戦の始まりは、8年生の時に行った職場体験で、根羽村で働いている人の根羽村への想いをインタビューしたこと
からでした。村で働く人の思いを知って自分たちにできることはないか考え、「ＮＩＣＥプロジェクト（Ｎ：根羽を愛し、Ｉ：
いろいろなことに、Ｃ：チャレンジし、Ｅ：笑顔あふれる村にする）」を開始しました。
　そして、３０年後の根羽村を想像したり、どうすればそれが実現するか具体的に考えたりして、ＳＤＧｓアイデアコン
テストに自分たちのアイデアを応募しました。すると、優秀賞に選出されました。
　それからは、根羽村に若者を読んで山の良さを知ってもらうツアー（ＮＩＣＥツアー）をしようと計画し、自分たちが
実際に山に入り自然を肌で感じたり、山での遊び方を考えたりしていました。そして、ツアーで行う企画を形にしていこ
うとしていた矢先、新型コロナウイルスの感染拡大が起こり、村に都会の若者を呼ぶことができなくなりました。ツアー
の企画は、白紙に戻りました。
　休校が明けた５月、私たちはこのプロジェクトのために何ができるか考え直しました。そこで、同じように考え活動し
ていた幸山さんと出会い、自分たちも協力できないかと考えました。幸山さんは、９年生の申し出を快く受けてください
ました。
　６月、ハッピーマウンテンに実際に行き、あの山で何ができるのか考えました。「自分たちが帰ってきたいと思えるよう
な場所にするには…」と何度も話し合い、遊べる空間にしたいとジップラインとツリーデッキを作ることを計画しました。
しかし、今年は、雨、雨、雨と雨が続きなかなか活動に移すことができません。やっと動き出せたのが 10月。そこから、
多くの人の力を借り、卒業間際の 3月にようやく完成させることができました。そして、3月 22日。放課後子ども教室が
ハッピーマウンテンで行われ、9年生が作ったツリーデッキやジップラインのお披露目がありました。みんなとても喜んで
くれて、9年生もとてもうれしそうでした。
　このように、思うようにいかないことを乗り越えながら、活動してきました。ここまで活動できたのは、多くの人の協力
があったからです。9年生が考えたプロジェクトがこれからもつながり、根羽村が笑顔あふれる村であり続けることを願っ
ています。
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義
務
教
育
学
校
根
羽
学
園

　
　
記
念
す
べ
き
第
一
回
卒
業
式

義
務
教
育
学
校
根
羽
学
園

　
　
記
念
す
べ
き
第
一
回
卒
業
式

　

三
月
十
七
日
に
義
務
教
育
学
校

根
羽
学
園
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

会
場
の
座
席
間
を
十
分
に
確
保
す

る
と
と
も
に
、
来
賓
の
数
を
縮
小

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

九
年
生
六
人
の
卒
業
生
は
、
校

長
先
生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
校
生
活

で
活
躍
し
た
場
面
の
思
い
出
の
言

葉
を
添
え
ら
れ
、
卒
業
証
書
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卒
業
式
終
了
後
に
は
、

九
年
生
の
教
室
で
、
九
年
生
の
保

護
者
が
考
え
、
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
杉
山
さ
ん
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
企
画
し
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
卒

業
式
を
行
い
ま
し
た
。
企
画
の
内

容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
両
親
が
卒

業
生
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

読
み
上
げ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
卒
業

証
書
を
手
渡
す
も
の
で
、
ご
両
親

か
ら
の
感
動
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

卒
業
生
が
涙
ぐ
む
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

　

前
身
の
根
羽
小
学
校
一
四
七
年

間
、
根
羽
中
学
校
七
二
年
間
の
歴

史
を
引
き
継
い
だ
義
務
教
育
学
校

根
羽
学
園
の
第
一
期
卒
業
生
六
名

は
、
立
派
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。

根
羽
保
育
所
卒
園
式

　〜
年
長
者
３
名
の
輝
か
し
い
旅
立
ち
〜

根
羽
保
育
所
卒
園
式

　〜
年
長
者
３
名
の
輝
か
し
い
旅
立
ち
〜

令
和
３
年
３
月
24
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
根
羽
村
保
育
所
で
卒

園
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
保
護
者

や
来
賓
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
浅
井
進
太
く
ん
（
初

入
）
三
浦
大
武
く
ん
（
日
向
）
木

村
梅
陽
く
ん
（
田
島
）
の
３
名
が

卒
園
と
な
り
ま
し
た
。
卒
園
す
る

３
名
は
堂
々
と
卒
園
証
書
を
受
け

取
り
、
大
き
く
な
っ
た
ら
な
り
た

い
こ
と
な
ど
大
き
な
声
で
披
露
を

し
て
い
ま
し
た
。
う
さ
ぎ
組
、
き

り
ん
組
も
３
名
の
卒
園
を
寂
し
い

中
で
も
し
っ
か
り
と
祝
い
、
式
の

最
後
歌
っ
た
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム

も
大
き
な
声
で
上
手
に
歌
い
、
微

笑
ま
し
く
も
頼
も
し
い
卒
園
式
と

な
り
ま
し
た
。

人　
の　
動　
き

　

根
羽
学
園
教
職
員
の
方
々
が
年

度
末
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

【
転
出

　十
名
】

○
前
原　

修　

教
頭
先
生

　

長
谷
小
学
校
へ…

（
伊
那
市
）

○
小
木
曽
雄
亮　

先
生

　

飯
田
市
教
育
委
員
会
へ
（
飯
田
市
）

○
久
保　

知
史　

先
生

　

丘
中
学
校
へ…

（
塩
尻
市
）

○
宮
川　

香
世　

先
生

　

高
陵
中
学
校
へ…

（
飯
田
市
）

〇
伊
藤　

恵
梨　

先
生

　

清
水
小
学
校
へ…

（
松
本
市
）

〇
松
木　

俊
彦　

先
生

　

松
川
中
学
校
へ…

（
松
川
町
）

○
鈴
木　

義
和　

先
生

　

丸
山
小
学
校
へ…

（
飯
田
市
）

〇
久
保
田　

翔
斗　

先
生

　

宮
川
小
学
校
へ…

（
茅
野
市
）

〇
竹
田　

祈　

先
生

　

大
野
川
小
学
校
へ…

（
松
本
市
）　

〇
水
野　

彰
人　

先
生

　
　

退
職

【
転
入

　十
名
】

○
金
田　

義
雄　

先
生

　

丸
山
小
学
校…

（
飯
田
市
）

○
倉
掛　

義
則　

先
生

　
穂
高
東
中
学
校
よ
り
（
安
曇
野
市
）…

○
一
ノ
瀬　

翔
太　

先
生

　

中
佐
都
小
学
校
よ
り…（
佐
久
市
）

○
小
平　

智
貴　

先
生

　

松
川
中
学
校
よ
り
（
松
川
町
）…

○
上
柳　

智
寛　

先
生

　

両
小
野
小
学
校
よ
り…（
辰
野
町
）

〇
近
松　

志
津
夫　

先
生

　

和
田
小
学
校
よ
り…

（
飯
田
市
）

〇
星
野　

千
尋　

先
生

　

天
龍
中
学
校
よ
り…

（
天
龍
村
）

〇
米
山　

紡　

先
生

　

新
規
採
用

〇
田
内　

は
る
か　

先
生

　

新
規
採
用

〇
伊
藤　

綾
華　

先
生

　

新
規
採
用

◇
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

振
興
課

　山
本

　圭 

佑
（
塩
尻
市
）

役
場
職
員
の
異
動
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消
防
団
無
償
貸
付
車
両

が
納
車
さ
れ
ま
し
た

令
和
３
年
度

根
羽
村
消
防
団
役
員

　

令
和
３
年
度
か
ら
１
分
団
制
と

な
り
役
員
は
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
消
防
団
活
動
に
対
し

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
火
災

予
防
に
努
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

団　

長　
　

松
下　

直
樹

　

副
団
長　
　

石
原　

幸
伸

　

本
部
長　
　

松
下　

剛
樹

　

旗　

手　
　

大
久
保
裕
貴

第
一
分
団

　

分
団
長　

加
藤　

雅
晃

　

副
分
団
長　

佐
々
木
邦
敏

　
　
　

〃　
　

筒
井　

邦
典

　

令
和
２
年
度
の
総
務
省
消
防
庁

消
防
団
無
償
貸
付
車
両
事
業
に
採

択
さ
れ
、
救
助
用
資
機
材
搭
載
型

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
５
ｔ
未
満
）

が
令
和
３
年
３
月
12
日
に
納
車
さ

れ
ま
し
た
。


